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作文指導 において 「のである」
文 をどう扱 うべ きか
佐 藤 政 光
1.は じ め に
外国人留学生 に作文 の指 導を してみる と,「のである」文を正 しく使 った 作
文は非常に少ないことがわかる。 「のである」文が外国人留学生 にとつて理解
のしに くい微妙なニ ュアンスを含 んでい る以上,こ のこ とは 当然 のことか もし
れない。 しか し,指 導の し方によっては,「のである」 文の誤用 も,あ る程度
防ぐことがで きるので はないかと思 うδ 、
「のである」文の意味 ・用法 については,こ れまでの研究で ほぼその基本的
なところは説明 され ていると言えるが(久 野(1),他),実際 の指導 に関 しては,
他の文法項 目と同 じように,「 のである」 文の基本的な用法 の説明だけで済ま
せるしかない状態が まだ続いてい るように思 われる。 だが,「のである」 文の
ように,書 き手 の心的 ムー ドを表 わす よ うな表現の正 しい使 い方は,単 なる意
味 ・用法の説明だけでは決 して習得 されない。作 文指導では,も っと具体的な
使用技術の面 か ら 「のである」文の使用規則 を理解 させることが必 要 と思われ
る。言い換えれば,学 習者が 「のである」文 の使い方についてそれを一つのパ
ターンとしてイ メー ジ化 できるような指導が なされ ることが必 要だ と思 うので
ある。





留学生に 「のであ る」文 の意味 と用法 をいかに教 えるか を考える 前 に,「の
で ある」文が どの ような場で使われ るものであるかを先 に見てお くことにした
い。 「のである」 文 は 日常会話では非常に良 く使われ るあ りふれた ものの一つ
であるが,文 章,特 に論述文 ではど うだろ うか。実際の用例の検討 を通 して,
外 国入留 学生 ←(特に大学 に在籍す る留学生)に とって 「のである」文が どれだ
け必 要かを考えたい。
いま,試 みに,新 聞の千五百字程度の囲み記事 を使 って 「のであ る」文の現
れ 方を見てみることに しよう。文章はr朝 日新聞』の 「論壇」を用 いた。これ
を選んだ理由は;長 さが適当であること,"書き手の意見 ・主張が明確に述 べら
れ ているこ と,t書き手}ご職業や年齢の偏 りがないこdと等か ら;留 学生が習得す
べき文章のモデル としても比較的適当なもの と考えたか らである。文章はごく
最近(昭 和62年9月～10月)のも のを無作為 に30選んだ。30とい う数 は統計的
にまだ十分 とは言えないが・一?の 試 み としで行 ってみ るこ とにす る・
1「 のである」関係の表現は全部で88例現われ たが,'これ らを便宜上次の10種
に分 けて考 えてみ る。 ・'.・
A.「～tE>だ」し(ノデアル,・ノデス等 を含む)t'
・B .「～ のだろ う」'ご1
C.「～ のか もしれ ない」(ノカモシ レマセンを含む)・
b.「～めでrはないか」(ノデハナイ ダ ロウカ,ノ デハナカ ロウカ,ノ デハナ
■イデシ ョウカ,ノ デハナイ ノカを含む)・
E:「～のか」・(ノデスカを含む)・
F,「～ のだろ うか」(ノデア ロウカ,ノ デシ ョウカ,ナ ゼ ・∴・ノダ ロウを含
む)
・G,「～ のではな く,～ 」一:マ'J-、:t'1'`
H,「～ のだが,… …」(ノデスガ,ン ダガを含 む)
1.「～ のだか ら,… …」
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J.そ の 他(ノ ダ ッタ,ノ カ ナ,ノ デ ハ ナ カ ッタ ノ カ,ノ ナ ラ)
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「のである」文の現れ方 を見ると,ま ず,Aの 「～のだ」形が最 も多 く,次
いでE「 ～のか」,D「～のではないか」,F「～のだろうか」,H「～のだが,
……」の順になっている。Bの 丁～ のだろ う」は会話では頻繁 に出現するもの
ではないか と思われるが,文 章中では意外 と少 ないことが分かる。また,こ れ
らの うち,E「 ～のか」 とF「 ～のだろ うか」 とは,そ の働 きの面で共通する
ものが多 くあるが,そ れについては後で詳 しく述べることにす る。
一文車中に現われる 「のである」文 の数を見 てみると,文 章 によってずいぶ
ん偏 りが見 られる。しか し,注 目すべき点は,「のである」 文の全 く使われて
いない文章が5例 あったこと,ま たプ最 も基本的で多用 される 「～のだ」形の
使われていない文章が14例にもなることであろ う。 この数が多いか少ないかは
別 として,日 本人の中にも 「のである」文をそれ ほど使わずに文章を書 く人が
いること,ま た,も しか した ら,「のである」文を使わな くても自然な文章を




れ るが,こ のことに関 しては今は触れることができない。




最 も用例の多い形 であるが,・一そのほ とんど(27例〉は必ず しも 「のだ」を
使わな くてもいい ものである。それ らは,〈ところが/実 際は/本 当 は/
なん と〉等の意外性 を強調するために使われている。'
「のだ」を取 って しまっては文脈が崩れてしまうものに限 ってい くつか
挙 げてみようび …,"、
(文17)〔B子とい う少女が変化 してい く過程 の説明〕(つま り)彼 女は 自分 自
身に ロックをかけ,素 地 の自分 を外 に出 さず に逆に騒 いだ り無視 した りし
て,反 抗 していたのです。〔()内 は筆者が補 ったもの。以下同様〕
`○「～
のです」は前に説明 した ことについて 〈解説的 にまとめる〉働 きを
している。
(文21)第四条 のキーワー ドは 「日本全国の活性化」です。 これ は当 り前だ と
受け取 る人 と,も はや困難だ とい う意見の両論に分かれ るで しょう。 また
東京だか らこそ,、とい う機能 と魅力カミ重 要なのだ とす る第三の主張 も,よ
く聞かれ るようにな りま した。
で も,(結局は)そ れでいいのです。
○多 くの議論の後 に答えを提出 して く結論付 ける〉働 きを している。,
(文24)都心 を金融 ・ビジネス地区 として専用化 し,よ り効率高い経済活動を
営 もうとする発想は,… ∵・そこに働 く者や訪れ る者に とっての都市的魅力
とい う重要な視点を欠いていると言わざるを得ない。あのニュー ヨークで
さえ,金 融中心の ウォール街周辺 とそ こか らわずか四～五 キ ロのビジネス
中心 ミッ ドタ ウンとの聞には,… …等,古 くか らの住宅地や店舗が多 く存
在 し,そ れ らの混合が生 み出す多様性 こそが,町 をこ の上な く人間的魅力
あふれ るものに してい るのである。
○前文 の判断 の正当性 を説明す るために,そ の判断の根拠 となる事実を述
べてい る。' .一
(文29)なぜ金 もない,.組織力 もない団体(NGO・=非 政府組織)が,そ んな
途方 もな く大 きなことに向か うのか一一 とい う目も向け られ る。資金が第
一にくる大規模な援助は,`現地の人 との相互関係がむずか しいので ある。
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・Q前 文 の疑 問 に対 す る釈 明 に使 わ れ で い る6、「それ はん か らで あ;る」 で 言
い 換 え られ る。'、 ..ゴ..、..1:c,三 ㌔"パ ∵":
B.「 ～ の だ ろ う」(1例) 、,':『.・t'.,':『1・:二r+、'
先 行 文 の理 由 ・.根拠 を推 測 的 に 説 明 す る た め に 使 わ れ て い る 。,
(文8)毎 年 の こ とな が ら 「敬 老 の 日」 に,市 の 方 か ら贈 り物 が 届 け られ た。
心 尽 ぐ しを 大 変 有 り難 い こ と と思 うが,.申 し訳 な い ζ とな が ら余 り うれ し
い 気 持 ち に は な れ な か っ た。 自分 は ま だ 六 十 九 歳 で そ ん な年 寄 りで は な い
ん だ が,と い う気 持 ちが 働 くの だ ろ う。'1'.㌧'.t'・')
Oこ の 「・・:・・の だ ろ う」 は,「 ～ だ ろ う」 で は 置 き換 え られ な い 。 し か し,
書 き 言 葉 で の 使 用頻 度 は 高 くな い の で,作 文 指 導 で の 積 極 的 な 練 習 の必ノ
・'e、 要 性 は あ ま りな い の か も しれ な い 。『:E-Ji・'tI.
C.「 ～ の か も しれ な い 」(4例)'・.∫ 『.・[.f-lt'
〈も しか し た ら,本 当 は/実 際 に は ∴ ∵ケ と,意 外 な 事 実 の 可 能 性 を 示唆
す る た め に使 わ れ て い る。,一 皆 二1
(文17)私の 腕 に く らい 付 い て くる 情 熱 は,'行き ど ご ろ の な い積 も っ た感 情 の
は け 口だ っ た の か も しれ ま せ ん。 二
〇 「～ の だ 」 と同 様 に,「～ か も しれ な い 」'との 使 い分 け は難 しい 。 今 回
11-∴、の 場 合 の4例 は 単 に 「～ か も しれ な い 」 と・言 っ て も問 題 は な い が,他 の
例 で は 言 い換 え の で きな い もの も出 て くる こ と も考 え られ る。
D.「 ～ の で は な い か 」(11例)'".いv:
1腕 曲 的 な 〈判 断 〉 〈主 張 〉 を表 現 す る た め に使 わ れ て い る。 これ ば,「 ～ と
"、 思 う」 「～ で あ ろ う」 等 と 同 列 に と らえて い い もの で あ ろ う。
(文4)し た が っ て,八 ～ 十 キ ロ を避 難 範 囲 と して い る現 行 の 防 災 計 画 は 見直
さね ば な らな い の で は な い か 。 、 … ・.`
○ 論 述 文 で は か な り頻 繁 に使 われ る形 で あ ろ う。1例 だ け 「～ の で は ない
'『 の か 」 の形 が あ
っ たが ∴ この 形 に な れ ば,・書 き手 の 強 い 主 張 の 姿 勢 が は
'
っ き り して くる よ う、に思 う。 しか し,・い ず れ に して も;`これ らは す べて
.「～ と思 う」 や 「～ で あ ろ、う」二等 の 形 で 言 い換 えカミあ る 程 度 可 能 で ある。
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E.「～のか」(14例) .、..y.・
e.の表現は機能 の面で次の四つに分け られ る。i,、'1
① 〈疑問詞 とともに用い て言い切る形 のもの〉(5例)書 き手が感 じて い る
問題点,読 み手 に訴 えたい点 の提出。
(文12)経済大国H本 がP・tいかに世界の平和 と進歩のために貢献するのか。　
○ この使い方はF「 ～ のだろ うか」① と同 じ働きを持 っているもので,論
.述 文では重 要な表現である と言える。',
② 〈疑問詞 とと も鑑用いい全体が名詞節 をな レているもの〉(7例)問 題 と
なる点 の具体的説 明。 ・一,… 一 一 、.
(文29)その うちの何人が・アフリカにそQま なざしを向け続 けているのかは
分か らない。1r、
07例 の うち,単 に 「～か」 と言い換 えて間違 いになる施 のはなかったビ
③ 〈疑問詞 とい っしS,ではな く,単 独で用い られ ているもの〉(1例)1〈本 当
にぞ うなのか〉 と子疑念 を表わすた～ウに使われ てレ、る。
(文17)週に 二 時 間 しか接 す る こ との出 来 な い 自分 とは 意 味 の あ る も の な の
か,と 悩 ん だ こ三と もあ りま した 。 ・.・: ,、 ㌍ざ
○ この使セ・方 はFT～ のだう うか」② と同 じ働 きを持 っている,もの で あ
る。単なる真偽 を問 うのではな ぷ 強 い疑念を表 わす機能 を有する点で
重要な表現 と言え る。「～か どうか疑問である」 と言い換え られ な く は
ない。 一 ・ ..,∵ ∴・・ ■ ξ."
④'〈判断 の根拠 をMく ぶん不確実 に示す〉(1例)1 . .■ 、
(文29)しか し,日 本国内においては多 くの人 々にとって"ア フリカの飢餓"
は過去の熱で しかな.いのか,引 いて しまった ら,取 り上げ られ ることはな
いよ うだ。
○ 「～か らか」'で言い換 えが可能。
F・「～のだろうか」(7例)
この表現 には次の二つの使い方が見 られ る。'
① 〈疑問詞 とともに用い られているもの〉(3例)書 き手が感 じている 問 題
一一311-一一
点,読 み手 に訴 えたい点の提出。 瞥 ・'・
(文2)何 より,こ れまで放 置 され累積 されてきた多 くの言語障害児者 の救済
t'は,ど うなるのだろうか。'H㌍`㌦-
OEの ① に同 じ。'1^・;
② 〈疑問詞 とい つしょではな く,単 独 で用V〈られ でQ{るもの〉'(4例プ 疑念
を 表わ している。""
(文4)だ が,法 規に違反 して繰 り広げ られ ている原発 め長期運転記録 レース
`を
」ハ ラハ ラしなが ら見守bて い る住民の思いや1午とて も恐 ろしい こ と
が起 きるような気がする」 との原 発内部か らの うめき声は,果 しそ調査委
1・'員会 に届いているiz)であろうか。"t'1㍉
OEの ③ に同 じ。
G.「～のではな'く,Ljt(2例)"一
't"一'〈A
ではな くBで ある〉乏 前件 を偽,後 件 を真 と判 断する言 い方で,力 点
は後件 にある。前件が形容詞文;動 詞支の場合}ま〈の〉 を省 くξ とができ
{な い
。 、"f・1'
(文12)経済大国に安住す るのではな く,人 権大国 とじその一歩 を踏み出すた
,めに も,唱 本 が単一民族国家 でないこ とを宣言す るとともに…:・
'
○形 さえきちん と押 さえておけば,ほ とん ど問題 はない表現 であろ う。
H.「Nの だが,シ……」'('7例).'
6例までは 〈～が,し か し……〉 と,逆 接 の形で使われ てお り,「のだ」
を省 くことはすべて可能 であった6じ か し,文8の 例は意味 ・用法 とも別
種の ものである。;
(文1)遅 いテンポの演奏 は,聴 き慣れ た人は良い と思 うのだが,初 めて聴 く
人には退屈なのだ。
(文8)自 分 はまだ六十九歳でそんな年寄 りではないんだが,と い う気持 ちが
働 くのだろ う。 ・'ピ
○文8は 「～ のに」で言い換 えが可能。.・.、
.1.「～のだか ら,∵ ・r・」、(3例)
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この形は3例 見 られ るが,3例 とも後件が 〈…∵'はずだ〉〈…… と思 われ
ても仕方ない〉〈……か もしれ ない〉 のよ うになってお り,前 件の 〈～の
だか ら〉が判断の根拠 としての一つの事実 を提示する機能を持 っている。
(文30)「よって,さ よ ういた します」「局長を して,朗 読いたさせます」。・.こ
んなややこしい言葉がまだ生 きているのだか ら,議 会とは不思議な ところ
と思われて も仕 方ない。'…' .L.
○ 「のだ」 を省 くこ、とはで きない。
J.そ の他(4例)
① 「～のだった」、驚 きをもって_つ の事実 を確認 し成 る.∴ ・∵
(文30)それか ら二十年近 くもたった とい うのに・まだ"生 きていte:'のだっ
た 。,∵ 〆
○言い換 えはで きないか もしれ ないが,こ うい う表 現 を論述文の中で使う,
必要は特にないとも言え よう。 、 、
② 「～ のかな」;懸念の内容を説明するために使 われている。ビ
(文17)彼らが次週また戻ってくるまでに,学 校でズタズタに傷 つけ られて く
るのかなと,思うと,… …
○独 白的である点が 「～のか」 と違 う。「～ のだろ うか」 に言い換 え られ
よう。
③ 「～のではなかったのか」:疑 念 を表わ している と思われるが,詰 問の調
'子が強い。
(文4)ソ連での災害 も 「極めて考えがたい」 もの と信 じられ ていたのではな
かったのか。
○ 「～ のではないだろ うか」に変えても問題 はない と思われ る。'・
④ 「～のな ら⊥:後件 の判断 ・主張の条件 となる事柄の内容を説明 している。
(文22)それでは二十四時…問 ・情報化社会がで きない とい うのな ら,超 高層を
五百本 もたて,土 地が足 らぬか ら自然 を破壊 してで も東京湾 を埋め立て,
人口三千万の巨大都市を一一 といった構想 こそ誤 っているとい うべきであ
る。 、`、 ・'+'
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・O言 い換 えはで きない6・ ・::1`
「めであ る」文 の論述文における実際の現れ方を少 し詳 し'く見 できたが(2),
「のである」文の必 要性やその文体的特徴が ある程度明 らかになったのではな
か ろ うか6こ うした 「ので ある」文 の性格 を押 さえた上で元外国人留学生がお
か しやす い 「のであ る」文の誤用の傾向を見ていけば,「 のである」 文のより
よい指導 方法を見つ ける ことも可能で はないか と思 う。
3.誤 用 の タ イ プ ー
・外国人留学生がおふナ誤用のタイプは,① 「のである」文が使 うべきところ
に正 しく使われ ていない もの,② 表現が誤 って使われてい るもの,③ 使 う必 要
が ない とごろに乱用 しているもの,・に大き く分 けることができる。 ここにそれ
らの誤用 の典型例 をい くつかあげてみ よう。'「のである」文 の誤用箇所 を_
線 で,訂 正の例 を 〔:'`jで余す。(その他の訂iE箇所 ば 〔 〕 で訂主部分 を示
す6ま だ,()'は 加筆の部分 である)
① 「のであるj文 が使 うべきところに正 しく使われていない例
{1}人間は社会 について 自分な りの見解を確立 し,自 分 は社会の中に〔で〕
何たるものであるかをよく理解 してから,その社会を批判する資格を得
る。 この ように進んで行 くな ら,自 我の実現 と社会の発展 を促すことも
'∴'で きるだろ う。以 上の点で実存主義の考 えは良 くないではないか 〔良 く
ない のではないか〕 と思 う。
② そ して,忘iれられ ない 〔忘れ てはな らない〕のが,「真理」で あ る。
これ は簡単に言えば;今 この人は何 を思 っているだろう 〔思っているの
だろ う〕,何を考えてい るだろ う 〔考 えているのだち う〕 とい う人 の気
・:'持ちを理 解す る とい う探求が進 められている(と い う・ことである)。
.'㈲ マ レ]シ アで も,イ エ スとノーが はっき りしない時 もあるけれ ども・
や は り大切な話では,は っき り言 う。逆 に日本人は大切な話で も・はっ
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,きりしないことがある。私 は,そ の違いにδ二番関心がある。なぜ,・大
切なことまではっき りと言わないだろ うか'〔言わないのだろ う'か〕,私
には,理 解 を 〔が〕できない。
② 「のである」文が聞違 って使 われ ている例
{4}仕事 に対 して,女 性だか ら責任感を持たず,そ こそこ(に)'すれば良
い とか,女 性 だか ら残業や出張はできないと言う人がいるよ うだ。その
ような考えを持 っている限 り,本 当の 男 女 平 等はできないのであろ う
〔できないであろ う〕。 、'、
㈲ 【冒頭の文】私たち人間は,視 覚や聴覚 を介 して心の交流を は か プて
お り,特 に,こ とばや文学 を発明し,そ れ を活用 して,集 団欲 をみたし
てい るのである 〔みたしている〕。
{6}人間 とはなにかについて考えてみれば,ま ず言葉 を持 ち,直 立 して足
で歩 く高等動物であると言えるので しょう 〔言えるで しょう〕。
③ 「のである」文 の乱用の例
(7)上手な話 し手 とい うのは必ず洗練 された人格 の持主であると私は思 う
のである。 それか ら…………するこ とはそれ以上正 しいこ と は な いと
思 うのである。すなわち…・・…・…にまちがいない と思 うのである。私 ど
もは…・……・侮 日の生活を大レ)に楽 しんでいるのです。…………これは
訓練 によって養成 され べるき人間の能力だ と思 うのである。
ここに取 りあげたのは,'比較的 「のである」文の誤用 と認定 しやすい ものに
限定 したが,こ の他 にも,「のである」 文の使い方に関係 していると思 われる
誤りは数多 く指摘できる。
全体的に見 て,① のタイプはあま り多 くはな く,② ③のタイ プが誤用 の多 く
を占めている.と言 うことができるよ うに思 う。また,③ のタイ プは 日本人が書
く作文}こも多い ものであるが,「 のである」 文のニュアンスをある程度理解 し
て使っているか どうかの点で,日 本人の書 くもの とは大 きく異なるであろ う。
②③のタイプの誤 りをおかした学生にその表現 を使 った意図を質 し て み る
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と,.〈「のである」は.〈強調〉の意味が あるか らその意味で使 った〉,〈「のである」
を使.っても普通 の表現 と意味的 にほ とん ど同 じだか らか まわない と思 う〉,と
い った答が多い。 これは注意すべき点であろ う。初級 の段階 での 「ので ある」
文 の導入 として,〈理由の説明〉、や 〈状況の説明〉の他 に,〈強調〉 の意味を強
調す ることが あるのではないだろ うか。確かに,話 し言葉の場合にはそれ で問
題 にな らないことが多い。 しか し,文 意の論理的つなが りが強 ぐ問われ る書 き
言葉の場合には,そ の ような説明だけでは決 して十分で はない。中 ・上級 の学
生 には,「 のである」 文が書き手 の どの ような意図を含 み持 っているか を文章
全 体のつなが りの中で理解 させ る必要が どうして もあ る。
4.作 文iこおけ る 「ので ある]'文あ指導 について
先め,・実際 の 「のである」 文の現れ方の調査か らも分か るように,「のであ
る」文 の特徴は,前 後の文の流れ に注意を向けな ければ その機能が明 らかにな
って こないこ とである。 したがって,「のである」 文め使い方 を指導す る際に
は,デ ィス コース ・レベルでの解説 ・練習が必須 である と言える。 また,「の
である」文 は必 ず しも使 う必要がない場合 も多 くあるご とが分 かっ て き た の
で,解 説 ・練習 をい くつかの ステ ップに分 けて行 うの も学習 しやす くす る上で
はいい方法ではないか と思 う。 た とえば,
ω 「のである」 文 を積極的に使 うべき形 と働 き(形 で押 さえておけば誤 り
の少 ない もの)
・ ・D「 ～ ので はないか」,⇒E-一①③ 「～ のか」,F－ ①② 「～ のだろ うか」,
tG「 ～ のではな く」lI「 ～ のだか ら」等。
{2}「のである」文をできれば使 った方が 日本語 として 自然 で望 ましい 形 と
働 き ∵
A「 ・Yのだ」形で く結論〉〈ま とめ〉 の機能 を有す るもの,B.「～ のだ
ろ う」,C「 ～のか もしれ ない」,E－ ② 「～ のか」等。一 二
{3P「めで ある」文を使わな くてもかまわない形 と働 き
多 くの 「～ のだ」形,H「 ～ のだが」,その他。1
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の三段階 に分 けて指導するの も一つの方法であろ う。
前節で述べた 「のである」文の誤 りのタイプを見 ると,ま ず,強 調表現 とし
ての 「のである」文を捉 えさせ ることは,作 文指導 においては危険であること
が指摘 される。亀学習者には 「のである」文の乱用(こ の場合 「のだ」形 の乱用
がほ とんど)が 読み手にどのよ うな印象を与えるかを具体的 に説明 し,論 述文
には必ず しも必要 としない場合が多い ことを知 らせ るべきである。その上で○
文脈上明確な機能 を持 った 「のである」文を重要な ものか ら解 説 し,練 習 をさ
せてい くζとが重要ではないか と思 う。このよ うな方法で・誤用 の③のタイプ
は大部分防 ぐことができよ う。
誤用のタイプの中で,① のタイプは,形 と働 きの理解 しやすい ものであ り,
しかも重要な表現であるので;ぜ ひ正 しい使 い方を習得 させ たい ものである。
②のタイプでは,ま ず,誤 用例文{4}と{6)の間違いであることを認識するため
には,「だろ う.」と 「のだろう」の文脈的な意味の違いについて理解できなけ
ればな らない。 しか し,実 際の論述文では,「のだろ う」形 は少 ないので,使
い方の理解ができていない間はこの形 を使わせないことも考えていい ように思
う。誤用例文樹の聞違いは冒頭 の文に 「のである」があることのおか しさを説
明する必要があろ う。同時 に,「のである」文の 〈ま とめ〉 の働きを強調 して
もいいか もしれない。
このよ うな指導 の方法 を考えてみた理 由は,大 学入学後に限 られ た時間で効
率よく必要な 日本語力 を習得するためにはどうした らいいか,と い うことを模
索したいか らであるが,同 時 に,言 語の習得では 〈理解〉'と〈表現〉を区別 し
て考えるこ とが重要だ と思 うか らである。 文章 に関 して言えば,〈理解〉 の学
習はf読 解」であ り,〈表 現〉 の学習は 「作文」である。〈理解〉では,外 国語
学習者は必要なものであれば直感 と推理力 も使ってどんどん読 み進 めることが
できるよ うにな らなければな らない。 しか し,〈表現〉に関 しては,自 分 の考
えを分か りやす く組み立て直す こと,誤 読 され ないよ うに正確 に文章化する こ




"日本語 の作女指 導において厄介 な ものめ一 つで ある 　ので ある」文 の扱い方
に関 し,・実際 の用 例 と外 国人留学生 の誤用例を参考 に,i－つの解決方法 を模索
してみた。作文指導 における問題 は山積 してい るが,一 つ一つ地道 な作業で解
決 しそいか なけれ ばな らないだろ うと思 う。
.'作文 あ指導では,・添 削 とい う作業が大 変重要な位置 を占あてい る が,し か
し,:学習者 に とって納 得の行かない添 削の繰 り返 しでは,い くらそいね いに添
削 して も,効 果 のあ るフィー ドバ ックは されず,・学 習者 に理解の進展 を望む こ
と・はむずか しい6.教師のほ うにただ空 しひ・徒労感が残 るだけであ る。本稿で扱
った 「ので ある」文め問題 も,今 後 よ り多 くの用例 ε・誤用例 を収集 ・分析 しで
よ り効率的 な指導法 を見出 し…ていかなければな らない。,
また,最 後 にな って しまつたが,・作文 の指導 には作文の良いモデル となる文
章 を数 多 く読 ませ るこ とが重要であ り.,そうした良 いモデル文で ・「のである」
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